
（ １ ） 課題

〇令和５ 年度に実施し た「 都市OS（ データ 連携基盤） の導入に向けた調査」 において、 駐車場の満空情報など 、 市民・ 来訪者の利便

性向上につながる 情報の発信ができ ていないと いう 課題が挙がっ た。

〇ま ちなかにおける 既存のデータ 資源と し て、 市内企業と 大学によ っ て構成さ れた組織である 株式会社TSPが取得・ 保有し ている 人

流データ のほか、 市が保有する イ ベント 情報等のオープンデータ がある が、 それぞれ独立し て情報発信を 行っ ている ため、 イ ベン

ト 情報と ま ちなかの混雑度を 一元的に確認する こ と や、 相互の関係性を 把握する こ と ができ ていない。

〇ま た、 令和９ 年度には多目的屋内施設の完成が予定さ れており 、 来場者の多く がま ちなかの駐車場を 利用する こ と が想定さ れる た

め、 駐車場の満空情報を リ アルタ イ ムにWEB上で発信でき る 仕組みを 検証する 必要がある 。

（ ２ ） 取組内容

①駐車場の満空情報発信…満空情報を カメ ラ で取得し 情報発信する ための、 データ 変換と 蓄積

②イ ベント 情報と 人流データ の紐づけ…イ ベン ト 情報と 人流データ の連携

③PoCデータ 連携基盤の利用…満空情報と イ ベント 情報、 人流データ を 一元的に発信する ためのデータ 連携基盤の活用

④定量・ 定性的なデータ の分析…本事業にて得ら れたデータ およ び既存のデータ の分析によ る 新たな人の流れづく り

⑤ま ちなかイ ベント と の連携…ま ちなかで実施する イ ベント と 連携し てアンケート 調査を 実施し 、 今後の事業立案に役立てる

データ 利活用に よ る ま ち な か の に ぎ わ い 創出事業【 概要】

（ １ ） コ ンソ ーシアム体制

○ 豊橋市
○ 株式会社TSP（ Toyohashi Smartcity Project）

（ 株式会社プラ イ ズメ ント 、 株式会社ウ ェ ブイ ンパク ト 、
株式会社Ｏ Ａ 推進センタ ー、 豊橋技術科学大学）

（ ２ ） その他関係機関

○ 豊橋駐車場・ 豊橋ま ちなか活性化センタ ー共同企業体

○ 豊橋ま ちなか活性化センタ ー

（ ３ ） コ ンソ ーシアム構成団体について （ ４ ） 情報発信イ メ ージ

（ ５ ） 将来性・ 横展開の可能性

① 本モデル事業対象の公共駐車場以外の民間駐車場を 含む、 ま ちなかエリ アの駐車場への満空情報等発信の取組拡大を 検討する 。
ま た店舗情報や交通情報など の情報掲載も 併せて検討し 、 市民や来訪者の利便性向上、 ま ちのにぎわい創出につなげる 。

② 大規模なシス テム改修以外の安価なデータ 取得・ 情報発信の手法を 提示する こ と で、 地域における 一体的な情報発信につなげる 。

地図上に駐車場満空情報を表示し （ 左図、 みてみり ん地図） 、 あわせてイ ベント 情報（ 中央、 みてみり ん
イ ベント 情報集約ページ） や人流データ （ 右図、 ま ちなか情報ス テーショ ン） の情報も 掲載。 一元的に情
報を発信する 。
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